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3.5億人がコットン産業に従事し、

1億の農村地域の家庭がコットン生産に従事し、

その90%が開発途上国に居住

65か国で約2,967万ヘクタール

でコットンが栽培されている

（世界の耕作地の約2.1％）



貧困
綿花の60％以上を発展途上国の

小規模農家が生産。

うち90%は2ヘクタール未満の畑で栽培。
多くの小規模綿花農家は貧困ライン以下で生活。

児童労働・
強制労働

世界約17か国でコットンにおける

児童労働又は強制労働が発生。

出所：United States Department of Labor （USDOL）2018年データ、Cotton UP Guideなど



価格の不安定

国の規制や補助金や合成繊維との競争など要因により、

コットンの価格は不安定化／低下。
1980年代と比較すると1kgあたり価格は

約3.00ドルから約1.98ドルに低下
（インフレ影響考慮、世界銀行数値）

化学肥料による
健康被害

綿花は世界の耕地の5％にあたる一方で、

農薬や肥料などの化学物質の使用量は
全体の10％を占める

（世界の農薬売上の6.2％と殺虫剤売上の14.1％）

出所：United States Department of Labor （USDOL）、Cotton UP Guide、Fairtrade Foundation資料など
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世界の児童労働者数

（参考）
日本の人口

世界の児童労働者*数は
いまだ日本の人口より多い

出所：ILO（"Global Estimates of Child Labour: Results and Trends 2012-2016）
児童労働：義務教育を妨げる労働や法律で禁止されている18歳未満の危険・有害な労働
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出所： The Global Slavery Index 2018に基づき作成

現代奴隷が関与した産品輸入額

G20諸国中

日本は世界第2位
（470億ドル）

産品の例

電子機器 衣類

魚

カカオ

木材

現代奴隷（児童労働を含む強制労働など）

が生産に関与した産品の輸入額（2018）
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国際フェアトレード認証

本日のフォーカス
（世界で約6000社の

大企業～中小企業が導入）

WFTO認証 フェアトレードUSA認証
（米国のみ）

認証なし



経済

社会環境

✓

•

•

✓

•

•

✓

✓

✓

✓

✓

✓

https://www.fairtrade.net/standard/minimum-price-info


※ FLOCERT・FLJともに、Fairtrade Internationalが設定する国際基準に基づき監査・認証を実施
※ 海外からフェアトレード認証された最終製品を輸入・販売する事業者は、フェアトレード・ラベル・ジャパンへの登録が必要です

生産国 消費国

認証機関FLOCERTが
監査・認証を実施

フェアトレード・ラベル・ジャパン（FLJ）が
監査・認証を実施

生産者
（組織）

輸出入業者
（商社等）

卸売業者
（卸売企業等）

販売業者
（小売店等）

国

機能

主体

原料が完成品に至る商流に関わる全ての法人が認証を取得

生産 輸入 卸 製造 販売 消費

認証ラベル
によりフェア
トレード認証
製品が一目
で分かる

✓児童労働の禁止
✓環境保護

等

✓最低価格保証
✓プレミアム支払い

等

✓FT認証原料とその他の
原料を混合しない

等

製造業者
（メーカー等）

✓FT認証原料とその他の
原料を混合しない

✓FT認証原料含有率 等

主な
認証基準

ISO17065(製品認証機関の認定基準)に則した監査・認証制度
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教育

農具・肥料代

農業支援プログ

ラム

農業トレーニング

組合運営費

保健医療

社会・経済サービス 設備・インフラ その他

１組合当たり
受取プレミアム

平均594万円

※プレミアムの金額： Fairtrade International Scope and benefits of fairtrade

monitoring report 9th Editionより試算（2018年8月為替レートを使用）
※プレミアムでできることの事例：FLOCERT audit report, Unicef及びWorld 

Bank等の公表数値を参考値として試算

教育

35％
（約208万円）

学校

3教室
建設

農具・肥料代

26%

（約154万円）

トラクター

14台
購入

農業支援プロ
グラム 11%

（約65万円）

生産者
1500人分
種子の生産

保健・医療

6％
（約33万円）

ワクチン
4000回分

感染症対策
の蚊帳

500個

1組合あたりプレミアムの使途内訳
（コットン生産者・2015年）

プレミアムでできること（例）

Photo:Kate Fishpool / Fairtrade Foundation

Photo: Fairtrade International

Photo: Fairtrade International

http://www.msf.or.jp/news/detail/photo_1322.html



Fairtrade International フェアトレード最低価格・プレミアム検索ページ
https://www.fairtrade.net/standard/minimum-price-info

https://www.fairtrade.net/standard/minimum-price-info


オーガニック
（有機栽培コットン）

フェアトレード
コットン

フェアトレード
&オーガニックコットン

化学合成農薬や化学肥料に頼らず
環境への負荷をできる限り少なくした
有機栽培で生産されたコットン

環境・社会(人権)に配慮した産品を
適正な価格で取引(経済基準)し、
生産者の生活向上と持続可能な生産を
目指すコットン

オーガニックの場合は
より高い買取価格を定めて

インセンティブ付与

複数の認証ラベルを
表示した製品も



×【フェアトレードが特に大きく貢献するSDGs目標】

◼ 貧困削減
• 生産者と労働者の生活保障
により貢献

◼ 飢餓撲滅
• 生産者と労働者の生活保障
により貢献

◼ ジェンダー平等
• プレミアム（奨励金）の女性
支援への活用により貢献

◼ 労働環境
• 労働環境配慮や児童労働
禁止等の基準により貢献

◼ 気候変動への対策
• 土壌や水源の保全、電力使用
削減基準等により貢献

◼ 平和と司法へのアクセス
• 生産者を教育し企業・政府への
発言力を養成する事等で貢献

◼ パートナーシップ
• 生産者・企業・政府の連携を促
すことで貢献

◼ 持続可能な消費と生産
• 環境や生産者の生活に配慮し
た生産・消費促進により貢献

◼ ◼



セネガル(3)

ブルキナファソ(1)

インド(8)

パキスタン(2)

キルギス(1)

タジキスタン(1)

エジプト(2)

マリ(1)

( )内の数字は認証生産者組織数





日本経済新聞（2020年3月9日朝刊）日本経済新聞（2020年6月18日夕刊）

コーポレート
ガバナンスの状況

経営方針・
経営環境及び
対処すべき課題等

事業等のリス
ク

（社）

出所：金融庁資料ほか各種報道資料をもとに作成

有価証券報告書での「人権」キーワード掲載数

年 月外務省が「『ビジネスと人権』に
関する行動計画」を発表



ビジネスと人権に
関する国別
行動計画（ ）
発表

（持続可能
な開発目標）
採択

多国籍
企業行動指針

国連ビジネスと
人権に関する
指導原則採択

夏頃
人権尊重に関する
ガイドライン
発表予定

英国
現代奴隷法

人権・環境
デューディリ
ジェンス義務化
指令案公開

欧米各国で人権対応が義務化

※カリフォルニア州





収入の向上

と安定化
貧困から脱却し

子どもを無理に働かせ

たり借金をする必要が

なくなる

人権の尊重
児童労働・強制労働の禁止

適切な労働環境の整備

差別・ハラスメントの禁止

結社の自由

環境・資源アクセス権コミュニティの

整備
地域の生産者同士で

助け合える仕組みや

インフラが整う

認証基準にもとづく

監視機能強化
人権を侵害する行為を

禁止して実地監査で

確認することで抑制

安全と健康を守る

自然環境への配慮
健康被害に繋がるような

資源利用や環境破壊

を抑制
生産者組合

の設立と

民主的運営

プレミアムによる

学校や病院

の整備

地域資源

(水・土壌等)の

適切な利用

農薬の

使用削減・

適切な利用

長期的取引

と前払い

最低価格

保証

プレミアムによる

農業投資

（生産性・

品質向上）

結社の自由

の保障

差別・

ハラスメントの

禁止

（ダイバーシティ

の尊重）

児童労働・

強制労働の

禁止

フェアトレードは

様々な側面で

人権の尊重に貢献します

フェアトレードは

生産地において人権を尊重する

「仕組み」を構築することに

繋がります



出所：地球環境戦略研究所（IGES）、CNN、アムネスティ・インターナショナルHP、日経ビジネス等

統合的な視点/アプローチが重要

気候変動対策

児童労働廃絶

コバルトの
需要増加

コバルト採掘場
での児童労働

◼コバルト採掘における児童労働に関する報告書（2017年）

（アムネスティ・インターナショナル作成）

➢世界主要コバルト関連企業29社の状況を報告

✓電気自動車メーカーとしてダイムラーやGM、ルノー等、
バッテリーメーカーとしてソニー等がサプライチェーン管理について低評価

ソニーは2018年9月、初のESG説明会を開き、
「コバルト採掘に関わる児童労働問題への対応強化」等のESG戦略を公表

EVの利用増大



今後エシカル商品を購入したい人の割合は

8割にまで上昇

◼

◼



© For information, contact Fairtrade Label Japan

フェアトレード市場は前年比124%（過去10年で最大の伸び率）

29

フェアトレード市場は2022年に194億円に急拡大。
推計史上最大の伸び幅（＋38億円）を記録

出所: フェアトレード・ラベル・ジャパン
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【フェアトレード認証製品推計市場規模と国民一人当たりの年間購入額】

24%増



© For information, contact Fairtrade Label Japan

市場拡大の背景

30

消費者・企業のSDGs等への関心急上昇を受け、
企業のフェアトレード導入も大きく増加中

「SDGs」「人権」への注目

◼ 日本のSDGsの一般認知は急拡大

2020

2021

出所：電通 「SDGsに関する生活者調査」

2018

2019

SDGs認知率は

4年で6倍に

2022

FRaU SDGs Awardに

ノミネート

コーヒーやノベルティ導入多数

◼

◼

◼ SDGs関連でフェアトレード掲載増加

NHK

ニュース



世界と比べた日本の遅れている現状（最新データ）

31

フェアトレード市場はドイツの17分の1
一人当たり購入額ではスイスの101分の1

17倍 101倍

前年よりは、差は縮まりつつある！（昨年はそれぞれ18倍、108倍）



Monitoring the Scope and Benefits of Fairtrade: Overview 12th Edition, Fairtrade International





http://www.aeon.info/




各認証ラベルの認知度（2020年）
※マークを見たことがあるだけではなく、マークの名前や意味を知っている割合

一般社団法人日本サステナブル・ラベル協会（2020）「国際認証ラベルに関する調査」をもとにフェアトレード・ラベル・ジャパン作成
※調査対象者全体に占める「マークの名前を知っている／名前だけでなく内容も知っている／他人に説明できるくらい詳しく知っている」人の割合

国際フェアトレード認証ラベルの認知度は

他の多くの認証と比較して高い



2011年

熊本市

2015年

名古屋
市

2016年

逗子市

2017年

浜松市

2019年

札幌市/
三重県
いなべ市

◼

➢

➢

◼

➢

➢

➢

➢



➢

代

代

代

代

代

代

フェアトレードの知名度（2019年）

フェアトレードの知名度は

10代で約8割に上る

➢



https://www.hotman-onlineshop.com/ec/srDispCategoryTreeLink/doSearchCategory/11050F00000/04-05/3/1
https://hotman.co.jp/fairtrade


オーガニックコットン
ユニセックス
RibタートルTop
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社員食堂 認証原材料導入

認証コットンの
オリジナルグッズ

来客用・社内カフェのコーヒー

◼

◼

◼



◼ ◼

◼
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https://www.kumamoto-mirai.com/fair-trade-project/43-2020-12-24-11-46-12.html


https://fairtradecottoninitiative.com/works/loft_2021/
https://fairtradecottoninitiative.com/works/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000482.000030117.html


https://www.youtube.com/watch?v=nCT5ks_Dros




⚫ 大学のオリジナルアイテム製造専門ブランドとしてスタート（Tシャツ、パーカー等）
⚫ 2013年National Union of Students（イギリス全国学生連合）がeponaを傘下に
⚫ 大学グッズ製造サプライチェーンの人権・管理徹底へ
⚫ 2017年イギリス初フェアトレードテキスタイル基準に賛同
⚫ サプライチェーン上のすべての労働者のLiving wage（生活賃金）保証を目指す



主体

◼主催：フェアトレード・ジャパン

◼後援：農林水産省、JICA

◼協賛/参加： 100以上の企業・団体

イオン、住商フーズ、UCCホール
ディングス、豊田通商、小川珈琲、
エスビー食品、キーコーヒー、
楽天グループほか

期間
◼毎年5月のフェアトレード月間
（5月1日～5月31日）

企画 ◼フェアトレード
ミリオンアクションキャンペーン

内容

◼フェアトレード商品購入、SNS投稿、
イベント参加等のアクションを
カウントし、全国で1か月間で
200万アクションの達成を目指す 吉川ひなの

キャンペーン アンバサダー（一部）

髙梨沙羅 廣瀬俊朗 堀潤

公式Webサイト

https://fairtrade-campaign.com/

https://fairtrade-campaign.com/


◼ 全国各地で共通ビジュアルのPOPを展開 ◼ 全国各地で40件以上のイベント展開

◼ 多数のメディアに露出



商品数
単一商品に
対して

複数商品に
対して

（シリーズ全体で）

対象商品
既存商品の
原料切り替え

新規商品の展開

調達先
既存調達先に

フェアトレード認証
取得を要請

フェアトレード認証
事業者/生産者からの

新規調達

販売先
一般
消費者

企業、
ホテル

教育機関・
学生

政府・
自治体

商品
（コットン）

服、バッグ、タオル、スニーカー、
小物、コットンパフ など
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